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【
レ
ギ
ュ
ラ
ー
イ
ベ
ン
ト
】（
市
主
催
）

　

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
に
お
い
て
、公

募
に
よ
る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
過
し
た
12
組

と
市
特
命
大
使
な
ど
に
よ
り
市
の
魅
力
を
発
信

す
る「
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｓ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ　

Ｒ
ｙ
ｕ
ｊ
ｉ
ｎ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
～
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
サ
ー
の
半
井
重
幸
さ
ん
、
半
井

彩
弥
さ
ん
と
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
合
唱
や
ダ

ン
ス
、
先
ご
ろ
ク
イ
ー
ン
白
玲
に
輝
い
た
女
流

棋
士
の
西
山
朋
佳
さ
ん
、
室
谷
由
紀
さ
ん
に
よ

る
ト
ー
ク
な
ど
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
に
お
い
て
、「
過

去
か
ら
未
来
へ
と
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
狭
山
池
」

を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
小
学
生
の
水
彩
画
作
品

や
須
恵
器
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
ア
ー
ト
作
品

を
展
示
す
る「
狭
山
池
バ
ト
ン
ア
ー
ト
パ
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
狭
山
池
に
ゆ
か
り
の
あ
る

物
語
の
朗
読
と
ハ
ー
プ
演
奏
で
会
場
を
盛
り
上

げ
、
２
日
間
で
約
２
６
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
南
河
内
６
市
町
村
の
連
携
企
画「
南

河
内
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ  

Ａ
Ｒ
Ｔ  

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」を
開
催
し
、

市
は
、
狭
山
池
を
舞
台
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
映

像
体
験「
天
空
の
曼ま

ん
だ
ら

荼
羅
絵
図
」を
出
展
し
ま
し

た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
寅
貝
真
知
子
さ
ん
が
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
中
学
生
が
考
え
た「
夢
の
漢

字
」が
舞
う
幻
想
的
な
空
間
に
、
４
０
０
人
以

上
が
訪
れ
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

【
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
】（
大
阪
府
・大
阪
市
主
催
）

　

春
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た「
大

阪
の
祭
！
～
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
春
の
陣
～
」で

は
、
大
阪
各
地
の
だ
ん
じ
り
・
や
ぐ
ら
・
太
鼓
台

な
ど
が
会
場
内
を
巡
行
。
市
か
ら
は
前
田
地
車

大
阪
・関
西
万
博
で
市
の
魅
力
を
発
信

大
阪
・関
西
万
博
事
業
―
決
算
額
２
４
８
０
万
円

▲ Osakasayama Ryujin Stage ～ MIRAI ～
市民や市特命大使などによるパフォーマンス

▲狭山池バトンアートパーク
アート展示やハープ演奏など

保
存
会（
前
田
地
区
会
）が
出
展
し
ま
し
た
。

　

夏
の
交
流
盆
踊
り
で
は
、
歌
手
の
西
浦
秀
樹

さ
ん
、
さ
や
ま
音
頭
保
存
会
、
公
募
の
市
民
約

１
３
０
人
で
狭
山
音
頭
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
春
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ

た「
地
域
の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー
～
大
阪
43
市
町
村

の
見
ど
こ
ろ
～
」で
は
、「
大
阪
狭
山
市
と
国
史
跡 

狭
山
池
附

つ
け
た
り池

守
田
中
家
旧
宅
」と
題
し
た
展
示

を
行
い
、
市
の
歴
史
文
化
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

夏
に
は
、
大
野
ぶ
ど
う
の
試
食
や
大
野
ぶ
ど

う
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

の
試
飲
、
狭
山
池
ダ
ム
カ
レ
ー
築
造
キ
ッ
ト
な

ど
が
当
た
る
カ
プ
セ
ル
ト
イ
抽
選
、
狭
山
池
の

写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

▲南河内 LIVE ART EXPO
映像体験「天空の曼荼羅絵図」

【コアイベント】 【レギュラーイベント】

【レギュラーイベント】



　

教
育
に
必
要
な
保
護
者
の
費
用
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
物
価
高
騰
対
策
と
あ

わ
せ
、
こ
れ
ま
で
段
階
的
に
進
め
て
き
た

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
か
ら
は
年
間
を
通
し
た
完
全
無
償

化
を
実
施
し
ま
し
た
。
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新
近
畿
大
学
病
院

へ
の
急
行
ル
ー
ト

を
開
設さや

り
ん
バ
ス
ル
ー
ト
再
編
事
業 

決
算
額
２
６
３
７
万
円

　

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関

と
し
て
、
さ
や
り
ん
バ
ス
の
生
活
利
便
性
の

向
上
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
５
月
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
11
月

の
近
畿
大
学
病
院
の
移
転
に
あ
わ
せ
、
新
病

院
へ
の
急
行
ル
ー
ト
を
新
た
に
開
設
し
ま
し

た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
南
回
り
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
回
り
の
ル
ー
ト
改
正
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
急
行
ル
ー
ト
の
始
発
時
刻
に
合
わ
せ
た

既
存
ル
ー
ト
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
、
乗
り

継
ぎ
時
間
の
最
適
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の
中
で
多
様

な
学
び
と
体
験
を
重
ね
て
成
長
で
き
る
よ

う
、
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
核
を
担
う
の
が
、
学
校
と
地
域

住
民
・
事
業
者
の
架
け
橋
と
な
る
地
域
学
校

協
働
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。
学

校
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
の
教
育
資
源（
人
材
・

場
所
・
歴
史
な
ど
）を
掛
け
合
わ
せ
、
市
独

自
の「
地
域
未
来
の
学
習
」を
は
じ
め
と
す

る
豊
か
な
体
験
型
授
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

学
校
だ
け
で
は
実
現
が
難
し
い
学
び
も

地
域
の
皆
さ
ん
の
知
識
や
技
術
を
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
特

別
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

　

学
校
と
地
域
住
民
が
と
も
に
子
ど
も
を

育
て
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
市
内
の
電
気
機
器
生
産
工
場

を
見
学
し
、
も
の
づ
く
り
の
過
程
な
ど
を

学
ん
だ
ほ
か
、
稲
作
の
体
験
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
人
た
ち
が
学
校
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る

市
の
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
た
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
、
活
動
内
容
な
ど

を
発
信
し
ま
し
た
。
※
最
新
の
取
り
組
み

風
景
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
教

育
委
員
会
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
随
時
発
信
し
て

い
ま
す 地

域
と
学
校
を
つ
な
ぎ
、未
来
を
拓
く

「
地
域
未
来
の
学
習
」　地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
―
決
算
額
１
４
０
８
万
円

小・中
学
校
の
給
食

費
を
完
全
無
償
化

小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業 

決
算
額
２
億
４
９
７
９
万
円

インスタ
グラム ▲
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物価高対応子育て応援手
当支給事業

〈決算額１億9,126万円〉

　子どもたちの健やかな成長を
応援し、長期化する物価高の影響
を特に強く受けている子育て世
帯を力強く支援するため、０歳～
高校３年生の子ども１人当たり
２万円の「物価高対応子育て応援
手当」を支給しました。

小学校整備事業
〈決算額１億9,430万円〉

　学級編制基準の一律引き下げ
による段階的な 35人学級への移
行や、校区内の大規模住宅開発に
伴う児童数の増加により、第七小
学校で普通教室の不足が見込ま
れることから、校舎の増築工事（１
階建て３教室）を行いました。

市内公園遊具設置事業
〈決算額3,614万円〉

　地域や利用者のニーズ、安全性
を踏まえ、「大阪狭山市公園施設長
寿命化計画」に基づき、狭山第６
公園、東茱 木第３公園、今熊第
６公園、今熊第７公園の老朽化し
た公園遊具を更新しました。

通話録音機器導入事業
〈決算額189万円〉

　正確で適切な電話対応を行い、
市民サービスの向上と公正な職
務執行を確保するため、令和７年
10月から市役所で利用している
電話交換機に、通話を録音する機
能と発着信の通話履歴を管理す
る機能を追加しました。

高齢者 e スポーツ教室事業
〈決算額22万円〉

　高齢者が住みなれた地域で、
健康でいきいきとした日常生活
を営めるよう、閉じこもりやフ
レイル予防に活用の可能性が期
待できるゲームの体験を通じて
参加者同士が交流できる教室を
試行的に実施しました。

公共下水道整備事業（雨水）
〈決算額１億1,159万円〉

　流下能力のさらなる向上を図
るため、「下水道ストックマネジメ
ント計画」に基づき、狭山ニュー
タウン地区内における雨水幹線
水路の改築事業を計画的に進め
ました。

新池水路改築事業
〈決算額624万円〉

　近年の気象変動による豪雨に
より、浸水被害の発生している箇
所の改築工事を行いました。

帯状疱
ほうしん

疹ワクチン定期接種 
事業　　　   〈決算額1,973万円〉

　帯状疱疹の発症および発症後の
帯状疱疹後神経痛などの合併症
を予防するため、一部公費負担に
よる帯状疱疹ワクチンの定期接
種を実施しました。対象者には、
個別に通知し、市内実施医療機関
などでの接種体制を整えました。

水泳委託実証事業
〈決算額249万円〉

　小学校の水泳授業において、施
設の老朽化に伴う維持・管理コス
トや教員の負担が課題となって
いることから、民間スイミングス
クールの活用を西小学校で試行
実施しました。
　これにより、複数のインストラ
クターの配置による安全の確保
や専門的指導による泳力向上を
図りました。

▲狭山第６公園
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令和７年度事業
　　　　ピックアップ

本人確認業務サポートシ
ステム導入事業

〈決算額69万円〉

　証明書などの交付申請時に、来
庁者の負担を軽減するため、運転
免許証やマイナンバーカードな
どを読み取り機に挿入すること
で、住所、名前、生年月日などが
印字された申請書が発行できる

「書かない窓口」を実現するシステ
ムを導入しました。

住民情報システム標準化支
援事業　〈決算額3億49万円〉

　住民情報システムを、国が推進
する標準準拠システムへ移行す
るとともに、連携して稼働する関
連システムなどを構築しました。
移行に当たっては、国が調達する
ガバメントクラウドを活用する
ことで、安全性の高いシステムを
実現しました。

組織力・意欲向上改革事業
〈決算額911万円〉

　複雑多様化する行政課題に対
応し、質の高い自治体運営、市民
サービスの向上を図るため、モチ
ベーションクラウドを用いてエ
ンゲージメント（組織への愛着や
仕事への情熱度合いを示す指標）
を可視化しました。また、組織診
断の結果を分析し、課題解決に向
けた改善策を検討・実施すること
で、職員のエンゲージメントや組
織力の向上を図りました。※全国
平均を50とした偏差値で、令和
７年度の市全体実績は49

オンライン証明申請導入
事業（税証明、住民票など）

〈決算額５万円〉

　各種証明書などの交付申請につ
いて、従来の郵送による請求に加
え、マイナンバーカードを使った
マイナポータルの「ぴったりサー
ビス」によるオンライン申請サー
ビスを新たに開始し、利便性の向
上を図りました。

パートナーシップ・ファミリー
シップ宣誓制度導入事業

〈決算額０円〉

　すべての市民が多様な生き方に
ついての理解を深めることで、か
けがえのない人権を尊重し、互い
の存在や尊厳を認め合う社会の
実現をめざしています。取り組み
の一環として、性的マイノリティ
当事者が人生のパートナーやその
家族とも協力して自分らしく生き
ることができるよう、その関係性
を証明する制度を導入しました。

ヤングケアラー支援事業
〈決算額０円〉

　家族の介護やそのほかの日常生
活上の世話を過度に行っている
と認められる子ども（ヤングケア
ラー）の実態を把握するため、市
内の小学４年生～中学３年生を
対象にアンケート調査を実施し、
対象者の状況に合わせ、支援を行
いました。



　一般会計の歳入の総額は 257億2,242万円でした。主要な自主財源

である市税（市民税や固定資産税など）は、定額減税の反動もあり 78

億5,095万円と昨年度に比べ増加したほか、地方交付税や繰入金（財政

調整基金からの取り崩しなど）が増加したため、歳入総額では前年度

より 15億2,450万円増加しました。

詳しくは、市ホームページに掲載しています

（参考）　令和６年度内訳　●市税：75 億 2,097 万円　●使用料・手数料
など：14 億 7,257 万円　●地方交付税：45 億 2,884 万円　●国庫支出金：
54 億 9,776 万円　●府支出金：21 億 3,982 万円　●市債：７億 2,030 万
円　●地方譲与税など：23 億 1,766 万円

決算公表
歳
入依 

存 

財 

源

自 

主 
財 
源

市税
78億5,095万円

使用料・
手数料など
20 億3,795万円

地方交付税
46億9,388万円

国庫支出金
61 億 5,145万円

府支出金
22億 6,712万円

市債
５億 510万円

地方譲与税など
22 億 1,597万円

257 億         
2,242 万円

区　分 歳入合計（A） 歳出合計（B） 差引（A－B） 実質収支 単年度収支 実質単年度収支
一般会計 25,722,420,326 25,617,649,525 104,770,801 ※１）　　67,338,964 ※２）　　7,802,424 ※３）△1,018,668,853

特
別
会
計

国民健康保険 5,590,367,126 5,459,818,949 130,548,177 118,848,159 80,916,680 80,916,680
介護保険 6,338,550,148 6,121,190,855 217,359,293 217,359,293 28,082,403 28,082,403

後期高齢者医療 1,424,778,349 1,366,836,787 57,941,562 57,941,562 1,156,604 1,156,604
池尻財産区 215,875,243 215,875,243 0 0 0 0
半田財産区 885,072 885,072 0 0 0 0
東野財産区 7,551,254 7,551,254 0 0 0 0
今熊財産区 691,358 691,358 0 0 0 0
岩室財産区 2,357,285 2,357,285 0 0 0 0
茱 木財産区 8,589 8,589 0 0 0 0
特別会計　計 13,581,064,424 13,175,215,392 405,849,032 394,149,014 110,155,687 110,155,687
合　計 39,303,484,750 38,792,864,917 510,619,833 461,487,978 117,958,111 △908,513,166

※１）翌年度に繰り越すべき財源3,743万円を差し引いた実質収支は 6,734万円です。
※２）実質収支から前年度の実質収支5,954万円を差し引いた本年度の単年度収支は 780万円です。
※３）単年度収支に対し、財政調整基金の取り崩し額（１0億4,000万円）と積み立て額（1,353万円）の差額△10億2,647万円を差し引いた本年度の実質単年度収支は△
10億1,867万円です。

一般会計と特別会計

［単位 : 円］

　令和７年度末の下水道の整備が完了している面積は 880.13 
ha、年間有収水量は 582万3,393㎥で前年度に比べ 16万4,348
㎥の減少となりました。決算の概要は下図のとおりです（消
費税込み）。なお、資本的収支の不足額は、消費税資本的
収支調整額2,526万円、損益勘定留保資金４億4,954万円、
建設改良積立金5,000万円で補てんしました。

収益的収支（維持管理などの決算） 資本的収支（建設投資などの決算）

問い合わせ　経営総務グループ☎360ｰ 4389

令和７年度下水道事業決算

建設改良費
４億2,520万円

補てん財源

企業債の償還金
６億2,713万円

企業債
３億7,093万円

市からの繰入金
5,179万円

補助金
8,600万円
そのほか
1,987万円

支出
10億5,339万円

収入
５億2,859万円

固定資産購入費
106万円

流域下水道に係る費用
4億430万円

管きょに係る費用
9,454万円

企業債の利息
4,982万円

減価償却費
９億937万円

そのほか
１億4,779万円

長期前受金戻入など
６億206万円

下水道使用料
10億9,160万円 ポンプ場に係る費用

3,739万円

市からの繰入金
１億4,871万円

支出
16億4,321万円

収入
18億4,237万円

▶▶▶
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　一般会計は、地方公共団体の会計の中心となるもので、基本的な行政運営経費を経理しています。特別会計は、特定の事業の歳入と歳出を

一般会計とは区別して、個別に経理する会計です。



　一般会計の歳出の総額は 256億1,765万円でした。下水道事業会計

への繰り出し（土木費）や市債の償還（公債費）はともに減少した一方、

住民情報システム標準化への対応（総務費）やGIGAスクール端末の

更新（教育費）、物価・原油価格・労務単価の高騰などで各事業費が増

加したため、歳出総額では前年度より 14億9,310万円増加しました。

問い合わせ　行財政マネジメントグループ☎ 360 ｰ 4029

（参考）　令和 6 年度内訳　●民生費：120 億 8,987 万円　●総務費：26
億 8,906 万円　●教育費：29 億 9,403 万円　●公債費：17 億 8,900 万円 
●衛生費：18 億 1,099 万円　●土木費：13 億 4,254 万円　●消防費：9
億 2,256 万円　●議会費など：4 億 8,649 万円

令和７年度
歳
出 民生費

126億5,862 万円

教育費
32 億 6,325 万円

総務費
36 億 5,411 万円

衛生費
16億 8,090万円

公債費
17億 3,852 万円

消防費
9 億 6,557万円

土木費
11億 7,101 万円

議会費・農林水産業費・商工費など
4 億 8,567 万円

256 億         
1,765 万円

財政の健全度を
判断する指標

資金不足比率 下水道事業会計

事業規模① 1,078,350,000円
資金不足額② －
資金不足比率②／① 該当なし
経営健全化基準 20.00%

　平成19年６月に定められた地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、地方公共団体は

毎年、健全化判断比率（４つの指標）を公表しています。下水道事業会計については、資金不足比率

を公表しています。

財政再生基準

20.00%
30.00%
35.00%

早期健全化基準

12.87%
17.87%
25.00%
350.00%

大阪狭山市の状況

該当なし（△0.48％）
該当なし（△6.12％）

3.4%
該当なし（△19.61％）

健全化判断比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

　市は下表の４つの指標すべてで早期健全化基準と財政再生基準を下回り、財

政状況は健全であると言えます。4つの指標（下表①～④）のいずれかが早期健

全化基準を超えると早期健全化団体となり、財政健全化計画を策定し、自主的

な改善努力による財政の健全化に取り組むことになります。さらに比率が悪化

し、財政再生基準を超えると財政再生団体となり、財政再生計画を策定し、国

などの関与による確実な財政の再生に取り組むことになります。

　資金不足比率とは、資金不足額を事業の規模と

比較し、経営の深刻度を示すもので、資金不足比

率が経営健全化基準（20％）を超えると、経営健全

化計画を策定しなければなりません。市の下水道

事業会計は資金不足を生じていないため、資金不

足比率は該当ありません。

健全化判断比率 資金不足比率

市民１人あたりの
借入金と預貯金

0 ５万円 10万円 15 万円 20万円 25 万円 30万円

大阪府内市町村計
（政令市を除く）
【5,167,512 人】

河内長野市
【96,571 人】

富田林市
【104,806 人】

大阪狭山市
【57,368 人】

そのほかの目的基金
（使い道が決まって
いる預貯金）

財政調整基金
（使い道の決まって
いない預貯金）

公共施設や
インフラ整備など
にあてた借入金

209,132円

261,141 円

265,391 円

43,281 円

29,115 円

[人口：令和8年
1月1日現在]

　　　45,511 円

71,381 円

109,492円

48,315 円

66,664 円

32,653 円

273,833 円

財政の弾力性を判断する指標

　経常収支比率とは、

毎年支出しなければ

ならない経費（経常的

経費）に対し、毎年決

まって入ってくる収入

（経常的収入）をどの程

度あてているかを見る

比率です。この比率が

高くなるほど、新しい

事業や公共施設の整備

などの投資的な経費へ

あてるお金が少なくな

り、財政運営は厳しく

なります。

経常収支比率

6 年度5年度4年度 7年度

全国市町村平均
河内長野市

大阪府内市町村平均
富田林市大阪狭山市

［単位：％］
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